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消 防 隊

　火災の現場に出場して消火
活動を行います。
　また、火災だけではなく交
通事故現場等の危険物排除活
動や、救急事故現場での救急
隊と連携した活動なども行っ
ています。

救 急 隊

　救急現場に出場して傷病者
に適切な観察と迅速な応急処
置を施し、速やかに医療機関
へ搬送します。救急車には救
急救命士が同乗し高度な救急
救命処置を行います。

救 助 隊

　火災、交通事故、水難事故
等あらゆる災害現場に出場し
て救助活動を行います。
　高度な知識と強靭な体力が
必要とされる人命救助のスペ
シャリスト集団です。

通信指令センター

　管内で発生した火災・救急・
救助等、すべての 119 番通報
を受信し、災害に応じた部隊
編成を行い出場指令、無線統
制、災害情報の伝達などを行
います。

消防組合の様々な
活動動画はこちら
でご覧できます。
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募集の概要

・毎日勤務　午前８時30分から午後5時15分までで、土日祝日が休みです。
・交代制勤務　午前８時30分から翌日午前８時30分までで、当番日、非番日、週休日で構成
　されています。
・１年間に20日の年次有給休暇が付与され、病気、結婚、忌引、出産等の休暇制度があります。

消防職員の勤務体系について

・職員相互の共済及び福利の増進を図るため、職員互助会があり、共済給付（慶弔見舞等）、
　福利厚生事業各種部活動等を行っています。・主な事業は、所属対抗ソフトボール大会、
　ボウリング大会などを行っています。

福利厚生について

・別途配布する「坂戸・鶴ヶ島消防組合消防職員募集案内」を参照してください。
・募集案内は、坂戸・鶴ヶ島消防組合のホームページからダウンロードできます。

消防職員募集案内

・制服、活動服、防火衣など、執務において着用する被服等を貸与します。
被服貸与について

・新規採用職員は、埼玉県鴻巣市にある埼玉県消防学校に６か月間入校し、寮生活の中で
　消防職員としての基礎を身につけます。

研修について
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坂戸・鶴ヶ島消防組合管轄エリア
埼玉県のほぼ中央に位置し、
坂戸市・鶴ヶ島市で構成する消防組織です。
管轄面積は58.67ｋ㎡、管内人口約170,000人
を有し東京都心から45㎞の圏内に
あって、その立地条件から、産業
経済の発展と都市化が進むとと
もに豊かな自然環境をとどめ、
明るく住みよい都市として発展
を続けています。

坂戸・鶴ヶ島
消防組合

消防本部

消防署

総務課

予防課

管理課

東分署

警防課

消防課

西分署

指揮指令課

鶴ヶ島消防署

坂戸消防署

坂戸・鶴ヶ島消防組合機構図



「坂戸・鶴ヶ島消防組合を受験される皆様へ」 Message from senior staff
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私は現在、消防士として採用され 7年目
になり、消防隊として活動しています。
消防隊は火災現場の消火活動だけでなく、救
急隊と連携した救急活動や、救助活動など
様々な災害対応を行っています。
消防士になって一番やりがいを感じてい

ることは、人の命に直接関われる仕事であり、
私たちの活動によって救える命があるという
ことです。しかし、人の命を救うということ
は簡単なことではなく、精神面や体力、知識
が必要となるため、日々現場を想定した訓練
や知識技術の向上に努めています。
消防士という仕事は自分のために行うも

のではないので、「人の役に立ちたい」と心
から思う人に向いています。一緒に市民の生
命、身体、財産を守っていきましょう。

　私は平成 31年に採用され、現在は特別救
助隊に所属しています。
　消防士を志したきっかけは、幼い頃に、地
元の川で埼玉県防災航空隊の方が救助活動を
している姿に感銘を受け、私も人の命を救い
たい・困っている人に手を差し伸べたい。と
強い憧れを持ち、「消防士」になることを決
意しました。
　現在配属されている特別救助隊としてのや
りがいは、高度な資機材を駆使し、人命救助
の最前線で活動できることです。多種多様な
災害に対応できるよう日々訓練を欠かさず行
い、より良い活動ができるように心掛けてい
ます。
　これからも市民の安心・安全を守るために
全力で取り組んでいきます。

　女性が働くことが自然の流れとなってきた
現代において、消防の仕事には、女性が活躍
できる部署がたくさんあります。消防隊・救
急隊・予防業務や指令業務その他事務職など
の部署で女性が働いています。
　育児中の私は、現在、職場のサポートもあ
り、部分休業を取りながら勤務しています。
個人の状況に対応してくれる柔軟な職場でと
ても働きやすく、仕事に集中できる環境が
整っています。
　私の仕事においての心得は、市民のため
に、女性だからこそできるきめ細かな仕事を
していくことです。これから先、一緒に働く
女性の仲間がどんどん増えることを心待ちに
して、市民ファーストで一生懸命仕事に全う
していこうと思います。ぜひ、私たちと一緒
に働きませんか？

　私は現在、消防隊の機関員として職務を遂
行しています。機関員は、消防の最大の武器
である「水」の力を最大限発揮するためのポ
ンプ運用技術や、助けを求めている方々のも
とへ迅速に向かうための運転技能等、多くの
スキルが求められます。
　これらの任務をプロとして遂行するために
も日々の訓練及び勉学に励んでいます。当組
合は、15 年目以下の職員が約 50％、消防
副士長以下の階級の職員が３分の１以上を締
めています。
　若年層が活躍できる場が沢山あると同時
に、その上の世代の方々が築き上げてくだ
さった伝統を継承する責任が私たちにはあり
ます。そんな私たちと働きたいという強い意
志を持った皆様にお会いできることを楽しみ
にしております。

　「私も誰かの力になりたい」そう思い、消
防士を志しました。採用後は消防隊に配属さ
れ現場活動を経験したのち、現在は消防本部
総務課で主に人事や福利厚生など、職員が働
きやすい環境を整える仕事をしています。
　坂戸・鶴ヶ島消防組合は研修制度も充実し
ており、自分の努力次第で様々な可能性に挑
戦することができます。男女問わず活躍でき
るところが当組合の魅力の一つです。
　休日は趣味のサッカーをしたり、オンとオ
フのメリハリをもって生活することを心がけ
ています。
　消防士になって一番強く感じることは、人
の命に係わる責任感と使命感、そこにやりが
いを強く感じます。私はこの仕事を選んでよ
かったと心から思います。

　私は、消防署に入る前、自衛隊に 3年間
勤務しておりました。自衛隊では主に、災害
時に救急車操縦手として現場へ向かい、准看
護師や救命士の方のサポートする仕事をして
いました。
　元々消防士になりたいという夢が高校生の
時からありましたが、自衛隊で救命士の方と
一緒に仕事をしていくうえで、救命士になり
たいという気持ちが大きくなり、地元である
慣れ親しんだ街で恩返しがしたいという思い
で坂戸・鶴ヶ島消防組合を受験しました。
　現在は消防隊として勤務しています。訓練
をしていく中で体力の差を感じてしまう部分
もありますが、女性消防士だからこそできる
部分もあると感じます。是非坂戸・鶴ヶ島消
防組合を受験してみてください。

鶴ヶ島消防署　第３予防担当　� 吉野　結衣

消防本部　総務課総務担当　� 大塚　愛子

坂戸消防署　西分署　第２消防担当　� 田邉　　空

坂戸消防署　東分署　第１消防担当　� 沢田　直道 消防本部　警防課救急担当　� 岡田�由美子

坂戸消防署　第２救助担当　� 大澤�虎太郎



坂戸・鶴ヶ島消防組合消防本部
〒350-0221　埼玉県坂戸市鎌倉町16－16
TEL 049－281－3119　FAX  049－284－9900
http://sakatsuru119.jp/recruit/index.html


